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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオシーケンス内の画像を符号化する方法であって，
　基準フレーム内のサブピクセル値を，多数の係数値を有する補間フィルタで再構成する
ステップと，
　前記の再構成サブピクセル値によって，符号化するブロックの予測を行うステップと，
　前記補間フィルタの係数値とベースフィルタの係数値との差を符号化して差分値集合を
形成するステップであって，前記ベースフィルタの係数値の少なくとも１つは非零値とす
るステップと，
　符号化ビデオデータに前記差分値集合を供給するステップと，
を有する方法。
【請求項２】
　前記画像を多数のブロックに分割し，各画像ブロックを符号化する際に前記補間フィル
タの係数値を適応させる請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ベースフィルタの係数値は，所定の係数値を含む請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ビデオシーケンスの統計値によって，前記ベースフィルタの係数値を適応させるス
テップを更に有する請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記補間フィルタは対称とし，該補間フィルタの係数値の半分だけを符号化することが
できる請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ベースフィルタは多数の更なる係数値を有し，前記ベースフィルタの前記更なる係
数値に定数値を加えて前記補間フィルタの係数値と前記ベースフィルタの前記更なる係数
値との差の振幅を減少させる請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　ビデオシーケンスを符号化する装置であって，
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　基準フレーム内のサブピクセル値を再構成する補間フィルタを規定する手段であって，
該補間フィルタは多数の係数値を有する手段と，
　前記の再構成サブピクセル値によって，符号化するブロックの予測を行う手段と，前記
補間フィルタの係数値とベースフィルタの係数値との差を計算して差分値集合を供給する
手段であって，前記ベースフィルタの係数値の少なくとも１つは非零値とする手段と，
　符号化ビデオデータに前記差分値集合を供給する手段と，
を備える装置。
【請求項８】
　前記符号化ビデオデータに前記差分値集合を供給する前に，前記差分値集合をエントロ
ピ符号化する手段を更に備える請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記補間フィルタは対称とし，前記エントロピ符号化手段は前記差分値集合の半分だけ
を符号化するようになっている請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　符号化ビデオデータを復号する方法であって，
　前記符号化ビデオデータから差分値集合を取得するステップであって，前記差分値集合
は補間フィルタの係数値とベースフィルタの係数値との差を示し，前記ベースフィルタの
係数値の少なくとも１つは非零値とする取得ステップと，
　前記差分値集合及び前記ベースフィルタによって前記補間フィルタを構成するステップ
と，
　前記補間フィルタ及び前記符号化ビデオデータによって基準フレーム内の前記サブピク
セル値を再構成するステップと，
　前記の再構成サブピクセル値によって，復号するブロックの予測を行うステップと，
を有する方法。
【請求項１１】
　前記ベースフィルタは多数の更なる係数値によって表される多数の更なる係数を有し，
前記方法は更に，
　前記差分値集合とベースフィルタの前記更なる係数値とを合計して前記補間フィルタを
構成するステップ
を有する請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記差分値集合は，エントロピ復号によって前記符号化ビデオデータから取得する請求
項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　符号化ビデオデータを復号する装置であって，
　前記符号化ビデオデータから差分値集合を取得する手段であって，前記差分値集合は補
間フィルタの係数値とベースフィルタの係数値との差を示し，前記ベースフィルタの係数
値の少なくとも１つは非零値とする手段と，
　前記ベースフィルタ及び前記差分値集合によって前記補間フィルタを構成する手段と，
　前記補間フィルタ及び前記符号化ビデオデータによって基準フレーム内の前記サブピク
セル値を再構成する手段と，
　前記の再構成サブピクセル値によって，復号するブロックの予測を行う手段と，
を備える装置。
【請求項１４】
　前記ベースフィルタは更なる係数値によって表される多数の更なる係数を有し，前記装
置は更に，
　前記差分値集合と前記ベースフィルタの前記更なる係数値とを合計して前記補間フィル
タを構成する手段
を備える請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
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　前記符号化ビデオデータから前記差分値集合をエントロピ復号する手段を更に備える請
求項１３に記載の装置。
【請求項１６】
　ビデオシーケンスを符号化するエンコーダであって，基準フレーム内のサブピクセル値
を再構成する補間フィルタを規定するように構成し，該補間フィルタは多数の係数値を有
するエンコーダと，
　前記符号化ビデオデータを復号するデコーダと，
を備えるビデオ符号化システムであって，
　前記エンコーダは更に，
　前記補間フィルタの係数値とベースフィルタの係数値との差を計算して差分値集合を供
給する計算モジュールであって，前記ベースフィルタの係数値の少なくとも１つは非零値
とする計算モジュールと，
　前記符号化ビデオデータに前記差分値集合を供給するマルチプレクスモジュールと，
を備え，
　前記デコーダは，
　前記符号化ビデオデータから前記差分値集合を取得するデマルチプレクスモジュールと
，
　前記ベースフィルタ及び前記差分値集合によって前記補間フィルタを構成する計算モジ
ュールと，
　前記補間フィルタ及び前記符号化ビデオデータによって基準フレーム内のサブピクセル
値を再構成する補間モジュールと，
　前記の再構成サブピクセル値によって，復号するブロックの予測を行う予測モジュール
と，
を備えるシステム。
【請求項１７】
　ビデオシーケンス内の画像を符号化するビデオ符号化装置であって，基準フレーム内の
サブピクセル値を再構成する補間フィルタを規定するように構成し，該補間フィルタは多
数の係数値を有し，
　前記の再構成サブピクセル値によって符号化するブロックの予測を行う予測モジュール
と，
　前記補間フィルタの係数値とベースフィルタの係数値との差を計算して差分値集合を供
給する計算モジュールであって，前記ベースフィルタの係数値の少なくとも１つは非零値
とする計算モジュールと，
　符号化ビデオデータに前記差分値集合を供給するように構成したマルチプレクスモジュ
ールと，
を備える装置。
【請求項１８】
　前記符号化ビデオデータに前記差分値集合を供給する前に，前記差分値集合をエントロ
ピ符号化する符号化モジュールを更に備える請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　符号化ビデオデータを復号する装置であって，
　前記符号化ビデオデータから前記差分値集合を取得するように構成したデマルチプレク
スモジュールと，
　ベースフィルタ及び前記差分値集合によって補間フィルタを構成するフィルタ構成モジ
ュールであって，前記ベースフィルタは多数の係数値を有し，係数値の少なくとも１つは
非零値とするモジュールと，
　前記補間フィルタ及び前記符号化ビデオデータによって基準フレーム内のサブピクセル
値を再構成する補間モジュールと，
　前記の再構成サブピクセル値によって，復号するブロックの予測を行う予測モジュール
と，
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を備える装置。
【請求項２０】
　前記ベースフィルタは更なる係数値によって表される多数の更なる係数を有し，前記装
置は更に，
　前記差分値集合と前記ベースフィルタの前記更なる係数値とを合計して前記補間フィル
タを構成する合計手段
を備える請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　ビデオシーケンス内の画像を符号化する方法を実行するプログラムコードを有する計算
機プログラムを組み込んだ計算機可読媒体であって，前記方法は，
　多数の係数値を有する補間フィルタによって基準フレーム内のサブピクセル値を再構成
するステップと，
　前記の再構成サブピクセル値によって符号化するブロックの予測を行うステップと，
　前記補間フィルタの係数値とベースフィルタの係数値との差を計算して差分値集合を供
給するステップであって，前記ベースフィルタの係数値の少なくとも１つは非零値とする
ステップと，
　符号化ビデオデータに前記差分値集合を供給するステップと，
を有する計算機可読媒体。
【請求項２２】
　前記方法は更に，
　前記符号化ビデオデータに前記差分値集合を供給する前に，前記差分値集合をエントロ
ピ符号化するステップ
を有する請求項２１に記載の計算機可読媒体。
【請求項２３】
　符号化ビデオデータを復号する方法を実行するプログラムコードを有する計算機プログ
ラムを組み込んだ計算機可読媒体であって，前記方法は，
　前記符号化ビデオデータから差分値集合を取得するステップと，
　ベースフィルタの係数値及び前記差分値集合によって補間フィルタを再構成するステッ
プであって，前記ベースフィルタの係数値の少なくとも１つは非零値とするステップと，
　前記の再構成補間フィルタ及び前記符号化ビデオデータによって基準フレーム内のサブ
ピクセル値を再構成するステップと，
　前記の再構成サブピクセル値によって復号するブロックの予測を行うステップと，
を有する計算機可読媒体。
【請求項２４】
　前記方法は更に，
　前記差分値集合をエントロピ符号化するステップ
を有する請求項２３に記載の計算機可読媒体。
【請求項２５】
　前記ビデオシーケンス内の各画像を符号化する際に，前記補間フィルタの係数値を適応
させるステップ
を更に有する請求項１に記載の方法。
【請求項２６】
　前記ビデオシーケンス内の各画像を符号化する際に，前記補間フィルタの係数値を適応
させる請求項１７に記載の装置。
【請求項２７】
　前記画像を多数のブロックに分割し，各画像ブロックを符号化する際に前記補間フィル
タの係数値を適応させる請求項１７に記載の装置。
【請求項２８】
　前記ベースフィルタの係数値は，前記ビデオシーケンス内の各画像を符号化する際に用
いる所定の係数値を含む請求項１７に記載の装置。
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【請求項２９】
　前記ビデオシーケンスの統計値によって，前記ベースフィルタの係数値を適応させる請
求項１７に記載の装置。
【請求項３０】
　前記ベースフィルタの係数値は，前記符号化ビデオデータを復号する際に用いる所定の
係数値を含む請求項１０に記載の方法。
【請求項３１】
　前記符号化ビデオデータ内の各画像を復号する際に，前記補間フィルタの係数値を適応
させるステップ
を更に有する請求項１０に記載の方法。
【請求項３２】
　ビデオシーケンス内の画像を多数のブロックに分割し，前記取得ステップは各ブロック
について行う請求項１０に記載の方法。
【請求項３３】
　ビデオシーケンスの統計値によって，前記ベースフィルタの係数値を適応させるステッ
プ
を更に有する請求項１０に記載の方法。
【請求項３４】
　前記ベースフィルタの係数値は，前記符号化ビデオデータを復号する際に用いる所定の
係数値を含む請求項１９に記載の装置。
【請求項３５】
　前記符号化ビデオデータ内の各画像を復号する際に，前記補間フィルタの係数値を適応
させる請求項１９に記載の装置。
【請求項３６】
　ビデオシーケンス内の画像を多数のブロックに分割し，前記の取得は各ブロックについ
て行う請求項１９に記載の装置。
【請求項３７】
　ビデオシーケンスの統計値によって，前記ベースフィルタの係数値を適応させる請求項
１９に記載の装置。
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